
国
会
は
『
国
権
の
最
高
機
関
』 

 

昨
今
の
物
価
高
騰
、
税･

社
会
保
険

料
の
負
担
増
、
子
育
て
費
用
の
重
圧
の

一
方
、
手
取
り
収
入
は
上
が
ら
な
い
。 

 

ま
た
、
法
や
制
度
の
濫
用
や
悪
用
で

苦
し
む
無
辜
の
人
々
も
お
ら
れ
ま
す
。 

 

国
民
の
皆
様
の
中
に
あ
る
、
声
な
き

声
も
お
聞
き
し
、
思
い
を
感
じ
取
っ

て
、
国
政
に
反
映
す
る
こ
と
等
々
が
、 

国
権
の
最
高
機
関
に
、
議
席
を
お
預
か

り
す
る
国
会
議
員
の
責
務
で
す
。 

 

情
な
さ
け

と

理
こ
と
わ
り

の
バ
ラ
ン
ス
を
大
事
に
。 

日本を『洗濯』する時は「今」！ 
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抜
本
的
改
革
で
成
長
へ
つ
な
ぐ 

年
初
か
ら
、
世
界
規
模
で
の
大
激
動

が
続
い
て
い
ま
す
。 

日
本
も
国
内
外
で
課
題
山
積
で
す
。 

 

従
来
の
発
想
や
手
段
等
だ
け
で
は
、

こ
う
し
た
状
況
を
乗
り
切
る
こ
と
は

極
め
て
難
し
い
と
言
え
ま
す
。 

 

や
は
り
、
不
易
流
行
を
旨
と
し
て
、

今
の
時
代
の
流
れ
に
適
う
抜
本
的
な

改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
成
長
へ
の
道
を
模
索
す
る
の
で
す
。 

関
西
か
ら
『
日
本
再
起
』
を
！ 

 

そ
の
際
、
東
京
一
極
集
中
を
是
正
し

国
の
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指
す
べ
き

こ
と
を
、
改
め
ま
し
て
主
張
し
ま
す
。 

そ
の
中
核
と
な
る
施
策
と
し
て
、 

古
都
も
抱
え
、
伝
統
と
文
化
あ
ふ
れ
る

関
西
を
今
一
度
、(

副)

首
都
圏
地
域 

と
し
て
育
む
こ
と
が
肝
要
で
す
。 

 

最
先
端
の
科
学
技
術
を
駆
使
す
る
、

Ａ
Ｉ
ロ
ボ
ッ
ト
等
、
研
究
開
発
拠
点
も

関
西
に
置
き
、
国
民
生
活
の
質
の
向
上

は
も
と
よ
り
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の

減
災
・
防
災
対
策
に
も
貢
献
す
る
関
西

の
兵
庫
県
に
、
「
防
災
庁
」
を
設
け
る

意
義
に
も
な
り
ま
す
。 

日
本
維
新
の
会
の
歴
史
的
役
割 

高
市
政
権
に
、
維
新
が
与
党
と
し
て

参
画
し
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
滞
っ
て

い
た
諸
課
題
へ
の
対
応
が
前
向
き
に

動
き
始
め
て
い
ま
す
。 

 

い
わ
ば
、
『
改
革
へ
の
扉
』
を
今
、 

維
新
が
開
か
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
維
新
は
関
西
に
党
本
部
を

置
く
唯
一
の
政
党
で
す
。 

私
た
ち
阪
神
間
を
含
む
関
西
か
ら
、

改
革
の
風
を
起
こ
し
日
本
を
元
気
に
！ 

前 衆議院議員 兵庫県第６選挙区（伊丹市・宝塚市・川西市の中南部） 

浩一郎 
こういちろう 

いちむら浩一郎 

連立合意書に署名した吉村洋文代表と高市早苗総理 

いちむら浩一郎本人撮影 



市
村 

浩
一
郎
（
い
ち
む
ら 

こ
う
い
ち
ろ
う
） 

 

約   

年
前
に｢

Ｎ
Ｐ
Ｏ｣

と
い
う
造
語
を
生
み
だ
す
。 

前
衆
議
院
議
員(

５
期)

、
元
国
土
交
通
大
臣
政
務
官

(

空
、
海
、

住
宅
な
ど
を
担
当)

。
松
下
政
経
塾
９
期
生 

(

松
下
幸
之
助
塾
長
よ
り
直
々
指
導
を
受
け
た
最
後
の 

弟
子)

、
阪
神･

淡
路
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
金 

事
務
局
長
、

(

公
益
財
団
法
人)

東
京
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
財
団 

理
事
長
、

一
橋
大
学
卒
業
。 

 

 

日 本 維 新 の 会 

衆議院兵庫県第６選挙区支部 

いちむら浩一郎を応援する会 

〒665-0035兵庫県宝塚市逆瀬川 2-6-2 

TEL 0797(71)1111 FAX 0797(76)5122 

私たちも「いちむら浩一郎」前代議士を応援しています！ 

政治を正し､日本を良くする！ 
希
望
の
虹
を
「
駆
け
る
」 

パ
ン
ド
ラ
の
壺
に
最
後
に
残
っ
て

い
た
の
は
「
希
望
」
で
し
た
。 

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
歴
史
に
学
び
、 

強
力
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
溢
れ
る

と
さ
れ
る
、
丙
午(

ひ
の
え
う
ま)

の  

今
年
に
も
、
課
題
解
決
に
、
希
望
の
虹

を
架
け
て
駆
け
ま
わ
っ
て
参
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
日
本
の
将
来
は
つ
ね
に
、

国
民
の
選
択
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
時
は
、「
今
」
で
も
あ
り
ま
す
。 

佐藤よしのり 

門 隆志 

兵庫県議 

斉藤なおひろ 

兵庫県議 

兵庫県議 

内山ゆうすけ 

鈴木たかひろ 

中山ゆうすけ 

 

宝塚市議 

川西市議 

伊丹市議 

坂口美佳 

大江ひろと 

池田みつたか 

宝塚市議 

伊丹市議 

川西市議 

斉藤しんじ 

伊丹市議 

田中まみ 

川西市議 

村松あんな 

宝塚市議 

角田しんじ 

森かなこ 

子 

 

いば 聡 

宝塚市議 

川西市議 

伊丹市議 
原なおき 

 

伊丹市議 

もりがのぶよ 

宝塚市議 

宝 塚 市 

川 西 市 

伊 丹 市 

吉村洋文代表 

政
治
を
正
し
、
日
本
を
良
く
す
る 

松
下
幸
之
助
翁
の
「
松
下
政
経
塾
」

創
塾
の
志
で
す
。 

高
市
総
理
は
５
期
生
、
私
は
９
期
生

と
し
て
、
自
習
自
得
で
励
み
ま
し
た
。 

国
会
議
員
は
、
国
家
経
営
者
の
自
覚

を
も
っ
て
、
国
政
に
あ
た
る
べ
し
。 

こ
の
教
え
を
胸
に
『
洗
濯
』
で
す
。

文 

藤田文武共同代表 

ホームページ､インスタ

グラム､フェイスブック 

で情報発信中！ 

35 


